
芦餅寺教算坊が大坂で形成した柁那場と立山曼荼羅

福江 充＊

はじめに

北アルプス立山山麓の芦II弁寺村に所在する芦耕寺

雄山神社や旧宿坊家の大仙坊・日光坊、 富山県［立

山栂物館］などには、 かつて芦齢寺ー山宿坊家の衆

徒たちが使用した柏那板や廻柏日記'Pkが多数所蔵さ

れている。

箪者はこれまで、 これらの史料を順次解読・分析

し、 芦餅寺衆徒が加質溜領内をはじめ、 諸国で形成

した柏那場の実態、 及び当地で行った廻板配札活動

の実態について検討を試みてきた。

さらに近年、 これらの研究成果をまとめ、『近世

立山信仰の展開一加質溜芦餅寺衆徒の板那場形成と

配札ー」 Ii と題する拙著を刊行したが、 それによっ

て、 この研究分野の基礎的な部分を概ね提示するこ

とができたのではないかと思っている。

しかし一方では、 まだ未解読．未分析の柏那脹や

廻杭日記板が数多く残っており、 これらの史料•から

も様々な·I青報が引き出せるものと思われる。

そこで、 従来どおり各史料を1冊ずつ沿実に解

読・分析してい＜ことにして、 本稿では、 史料群の

なかの1冊である芦齢寺教符坊の大坂の松那 l阪（筵

政12年）を解説・分析し、 江戸時代後期に芦 JI弁寺衆

徒が大坂で形成した村，！那楊の実態や当地での廻柏配

札活動の実態、 その際に使用された立山此荼蹄など

について検討を試みたい。

棺那帳の書誌

写哀1~5の板那板の形態は法斌は縦12.5cmx横

33.7cmである。 表紙には「御祈祷之控 窃政 十二歳

庚申二月吉祥日」と題名が記されている。 また、

裏表紙には「立山芦齢寺教邸坊」と記されている。

これらにより、 この内灼那帳は芦l餅寺教尊坊に所持さ

れていたことや、 箆政12年(1800)2月に作成され

たことがわかる。 さらに、 同板のなかに記された配

札地名から、 同,µ長が対象とする柏那楊は大坂三郷と

近江国坂田郡の数村であることがわかる（これにつ

いては次節で具体的に提示する）。

2 芦耕寺教算坊について

芦耕寺教邸坊の宿坊号の文献上の初出は、 芦朗寺

ー山会や芦耕寺雄山神社所蔵の古文：内を舒見する限

り、 芦朗寺ー山衆徒と門前百姓に対する宝暦5年

(1755)の宗門御改l軋ピにおいてである。

本麻：jでとりあげるf'砂那帳は江戸時代後期の？江政 1

2年( 1800)に成立したものだが、 それ以降も安政

期(1854~1859)頃まで使用されている。 その間に

存命した教邸坊衆徒は、「由緒古上板 拍 立山元

＊富山県［立山栂物館］

束神戦 明治六癸酉年一月オロ」” によると、 36代の

ii'! 栄（文化2年11月3寂） や37代の祐山（天保5年

7月23日寂）、 39代の快法（文久3年正月25日寂）、

40代の佐伯右内らがおり、 彼らが代々この村，！那板を

使用したものと推測される。

ところで、 芦餅寺大仙坊宮司の故佐伯尚宜氏は、

同坊の歴代の口伝を「立山神主口伝苫 大仙坊七十

七代尚宣（昭和10年）』（芦前寺大仙坊所蔵）として
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芦蛤寺教匹坊の大坂の杞那娠（窃政12年）
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文菜化したが、 それによると、 教山坊（教多店坊）の

廻松配札地は越前・難波とされている。 これについ

て、 教符坊が越前を配札地としていたことは、嘉永

脳エ 充／芦餅寺教籾坊が大坂で形成した松那楊と立山父荼羅．

5年(1852) 2月付けで立山芦耕寺から加賀湘寺社

奉行に宛てて記された苫付の添限によって確認で

きる。

3 棺那帳の内容について

3. 1 栢家数・宿家数について

柏那板の内容を分析するため、まず、松！那帳を解

説し、その内容をもとにデー タベ 一 ス表を作成した。

本稿巻末の付表は柏那帳に記載された全信徒を対象

として、 巻頭から巻末まで掲叔）ii� に、 信徒名や その

居住地、江戸時代の該当組・郡や 現在の行政区、定

宿であるか否か、各信徒に閃する特記事項（備考梱）

などの内容を示したものである。

さて、 この柏那I版に記叔された柏家軒数は延ベ

220軒、信徒数は延べ230人、宿紆数は延べ3!I牙であ

る。 ただし、 表中の信徒名の項目で※印がふられた

①から⑫の信徒については、 それぞれ同一人物とし

て記載が巫複しており、また、 ●印がふられた①と

②の信徒についても確定はできないものの、きわめ

て同一人物の可能性がはiく、さらに、 宿家について

もNo.008「しまや忠兵衛」とNo.016「しまや忠兵衛

内」は同 一家なので、これらの条件を考磁した実質

的な屯，}家数は204粁、 信徒数は215人、 宿数は 2 ,19: と

なる。 なお、この人数には信徒名の記載がなく、 住

所のみが記叔される場合が 8件含まれている。

ところで、松家のうちNo.Oll「迫具屋権兵衛」や

No.013「かざりや藤助」、 No.014「平野屋?iり七」の

3軒については、坦家名の上に「無し」 の注記がふ

られており、これらの内社家は、 村，！那楊が存在してい

たいつの時期か、 それまでの所在地に家がなくなっ

たことを示すものであろう。

3.2 配札地について

教狩坊衆徒が廻村，！配札に赴いた柏家所在地の足蹟[I

については巻末の付表を参照していただきたい。 さ

て、「天下の台所」として全国経済の中心地で裔エ

業が発展していた近世の大坂は、北組・南組・天ii苅

組の三郷に分かれていた。 天満組は、 ほぼ大川（江

戸時代ではこれが淀川本流である）より北 の地域で

ある。 それ以外の部分は、本町通り辺りをだいたい

の様界として、北側が北組、南側が南組である。 た

だし例外の地域もあり、 一箇所は、大坂で唯 一の公

認の遊廊であった新町である。 新町は空間的には南

組のなかにあるが、北組と南組の両方に屈する町に

分かれていた。 もう一 箇所は堀江の地域で、 その

町々は元禄16年0703) 11月、 北組・南組・天満組

に分割された:,, 0

教符坊の柏家の多くは、こうした大坂三郷の北組

と南組の各町に分布しており、 その 2組における柏

家数は174軒、 信徒数は180人である。 また、大坂三

郷天満組に所屈する追島（磁局）や天馬町にも4軒

の松家がみられる。 したがつて、 大坂三郷における

松！家数は178軒、 伝徒数は184人となり、 全体の約

85%を越えている。 この他には、摂沌国東成郡• 西

成郡に若干数の柏家が見られ、さらに、 大坂から離

れた近江国坂田郡にも5)J平の杞家がみられる。

なお、現在における大阪市の行政区別に柏家軒数、

信徒数、 術数をあげておくと、 次のようになる。 束

区73軒、78人、宿 2軒。 西区74車f、75人。南区26庫干、

26人。 北区4 !Jlf、 4 人。 浪速区は3粁で3人。 天王

寺区は31I乎で3人。 滋質県坂田郡5軒で5人。 該当

区不明が16軒21人。

束区における村，！家分布町については、 安土町(1

粁）．淡路町(3軒）• 上本町(3粁）•内骨屋町(2

軒）•内本町上三丁(2軒）・内本町太郎左術門町

(3卓子）． 追手町(2)Jff)· 座物町(1紆）．瓦町(1

軒）•北久太郎町(4軒）•北久宝寺町(12軒）•北
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谷町(7庫f) . 米屋町{l!I牙）• 上人町(2軒）• 住吉

届町(2軒）．谷町(2粁）．釣鈍上之町(1奸）．伝

馬町(1軒）．常啓町(1粁）．牒人祇詰町(2軒）．

此人柏材木町(2軒）．柚労町(2軒）． 平野町(1

軒）・備後 町(1軒） ． 盟後町(lij[f) . 本町 (3

粁）•南革屋町(1粁）• 南久太郎町(5粁）•南新町

(1軒）•南谷町(1 軒）•南此人柏町(2軒）などが

みられる。

西区における柏家分布町については、 越後町(14

哨千）• 岡崎町(1軒）• 北堀江(3粁）• 九軒町(6

軒）・小浜町(2軒）• 白子裏町(1州千）• 砂場(1

軒）．而：j台柏(1軒）． 立売堀中柏町(1軒）． 橘迎

(2軒）・橘町(3紆）・藤右術門町(1粁）• 土佐掘

(1軒）．氣箪町(6軒）•南浜町(1軒）•南堀江(2

,1肝）・山本町(2粁）• 吉原町(3奸）などがみられ、

その他、 新町の記載で23肝がみられる。

南区における柏家分布町については、 安党寺町

(3·,1汗）• 上塩町(1軒）・高津五右衛門町{l!I肝）．桜

町(1奸）．順脱町(7軒）． 迫頓堀芝居側(1軒）．

迫頓堀宗右術門町(Hf) · 長堀次郎兵衛町(1

奸）• 西高津町(1軒）・松届町(1軒）•南瓦屋町

(2軒）•南伐屋町(2奸）• 四つ柏(1軒）などがみ

られる。 北区における村，！家分布町については、 堂島

町(2粁）• 天馬町( 2軒）がみられる。 天王寺区に

おける屯；·,,'.家分布町については、 餌差町(1軒）•生

玉(1軒）．下寺町(1軒）がみられる。 浪述区にお

ける柏家分布町については、 幸町(2軒）• 前垂島

〔西側町〕 (11j(f)がみられる。

ところで、 江戸時代、 西区には硲府から公許され

た大坂唯 一の新町遊廊が所在していたが、 廓を構成

する町のうち、 新京柏町 ・新堀町 ・ 瓢箪町 ・佐渡島

町（越前町）•吉原町は中心街で曲輪と称された。

他に九軒町 • 佐渡屋町があった ＇；） 。 前掲のとおり、

このなかの瓢箪町 ・佐渡島町（越1)1j町）• 吉原町 ・

九1牙町に教符坊の村，！家が存在していたのである。

なお、 新町遊廊の越後町の楊合を除いて、 どの町

でも、 その柏家数 は1 町につき1桁の粁数しか存在
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していないといった状況である、 これは他の芦絣寺

宿坊家が他国の裳村部などで形成した松那楊の実態

などとは異なり、 例えば芦絣寺宝泉坊が大都市江戸

で形成していた柏那場の実態と類似している。

3.3 相家について

板家の実態をみていくと、 屋号を持つ柏家が151

軒、 信徒数15 8人が記載されている。 これは全体の

約74%で、 信徒の特性としては江戸とは我なり、 武

家よりも屋号をもつ町人などが多いといった、 経済

都市大坂らしい特徴が表れている。

ー方、 武士の身分についてみていくと、 南新町2

丁目のNo.068「山田周次」があげられる。 彼は大番

を勤めていたようである。 さて、 大坂におかれた硲

府の，渚役職のうち、 一番上位に位Vi:したのが大坂城

代であり、 城代は、 定番・大番・加番などを統率し

て城中を菩衛するとともに、 西国大名を統帥する立

場にあった。 そして、 このなかの定番・大番・加番

は大坂城の忽備にあたる役職である。 なお、 南農人

柏1丁目のNo.0 95「大和屋八兵衛」は、 ・柏那脹の注

記に、 教符坊が大番から紹介されて師杜潤係を結ん

だ杞家であったとしているが、 この大番はNo.068

「山田固次」の可能性がある。

信徒の性別をみていくと女性が26名記載されてい

る。 そのなかで、 No.001「いつ見や与兵衛」の内方

として「いさ」の名前が記叔されているように、 い

わゆる町人の淡としての記載もみられるが、その他、

遊廊関係者らしき女性の名·111jもみられる。 特に新町

遊廊の地域に所在する女性は、 No.169越後町「嶋谷

飛な」、 No.170越後町「大鶴」、 No.172越後町「池田

屋お飛ん」、 No.173越後町「おむツ」など1 2 名で

ある。

この他、 宗教者らしき柏家が2軒みられる。 いず

れも天王寺区に所在する柏家で、 餌差町のNo.017

「仏性庵」と下寺町のNo.20 8「称明寺」である。 ま

た、4だ屋町のNo.123 「市川海老煎郎」は歌舞伎役者

であろう。追頓堀のN.113 「安籐寿し」は寿司屋で



あろう。 住吉町のNo.060 「愈柏屋」 は柏那場におい

て新しい信徒を勧誘する際に取り次ぎ人の役割を果

た した人物である。

3.4 頒布品について

芦 JI府寺の各宿坊家が往古より作成してきた設符の

種類とその文言を宿坊家ごとに調べあげて記載し

た 、 天保4年(1833)の芦朗寺古記録 ＂に、 教鈴坊

が版行していた設符•として、 ① 「立山大宮供諸願成

就祈所」（内符として「牛王宝印」の大判や 小判が

収められている）、 ② 「御祈梼配1µ失 立山芦隙寺

教符坊 」、 ③ 「立山渡序供御札 芦I蛉」（内符:として

「 火防〔立山火の用心〕」が収められている）、 ④

「立山大宮供諸頴成就祈所」（内符として「御姥悲i.」

や「牛王宝印」、「 守 」、「〔種子〕立山御守」などが

収められている）があげられている。 なお、 このな

かで④は小札と呼ばれる ものである。

とこ ろで、 この柏那帳から設符に関する 記叔をみ

ていくと、 No.002 「者や又四郎」(38オの男性）と

No.003「加めや蛉右衛門」(35オの男性）には、「病

気設符」と称する設符 を頒布している。 また 、

No.009「八百屋安兵衛」とNo.013「かざりや藤助」

には「家内安全」の設符 を頒布している。 さ らに、

No.009「八尾屋安兵衛」~No.013「かざりや藤助」

などの信徒については「 札」の注記がみられ、 種類

は不明だが何らかの設符が頒布されている。この他、

Ko.016栂労町の「 しまや忠兵衛」 は教邸坊の大坂の

柏那楊で世話人及び宿家を務め、 現地 で立山講を支

える内；:.i: 家の代表者格であるが、 その彼には特別に

「 大札 」が頒布されている。

この他 、 No.062 「山田）至五兵衛」、 No.091 「八幡

屋六兵衛」、 No.129「飛免じゃ弥兵衛」、 Ko.147「加

ら可さや」らの信徒については、経帷子が頒布され

ている。 特に「加 ら可さや 」の場合は、 新町遥り筋

の柏家「I�りや涵七」の西隣りに住んでいるが、 ある

時に、 教符坊衆徒が嶋やから経帷子の注文を受けた

ことが機縁で、 以後同坊の:f.;'i家になったという。

福江 允／芦餅、炉教符坊が大坂で形成したf.'IJJJ渫と＿姐記認環．

No.129「飛免じゃ弥兵衛 」には血盆経と戒名が二人

分頒布されている。

頒布品ではないが、 No.004「六兵衛」やNo.005

「善七」、 No.00 7「i青兵衛」については、「燈明」の

注記がみられ、衆徒がこれらの柏家から燈明科を寄

進されたのであろう。

3.5 祈祷について

この柏那軟から 祈梼に1月する 記叔をみていくと、

No.089「帝屋伝右衛門」宅では仏前廻向が勤められ

ており 、 廻向 科は15文であった。 また 、 No.197「 お

せん」宅では、 その内容は不明だが何らかの祈祷が

行われている。

とこ ろで、 柏那帳には一部の柏家に「御座」の

注記がふられている。 この「御座」というのは、 襄

宗の駕信地常にみられる門徒の年中行事の一 形態で

ある 「御座」"'のことを思わせる。 教符坊衆徒 は大

坂の柏那場でこ う した兵宗の「御座」の布教形態を

自分たちの活動にも 取り込んでいたのであろうか。

或いは、 柏那楊の大坂三郷では、 石山本穎寺ゆかり

の地だけに哀宗寺院がきわめて多いことから 、 教狩

坊衆徒が自ら行う 布教活動の呼称だけを兵宗的に兵

似て、 現地の信徒に受け入れられ易く対応していた

のであろうか。 柏那戟の記載だけではどちらとも 判

断しかねるが、 いずれにしろ、 教符坊衆徒による立

山信仰の布教活動 は少なから ず 兵宗の翡猜限を受けて

いた よう である。 なお、 この記載については、 特に

新町遊廊の屯ぷ！家に多く みられ、御座が勤められた66

鼎fの柏家のうち、45粁の柏家が同地に所在している。

ー方、御座以外には、「懸事（懸ヶ事）」といった

注記が7軒の村，！家にみられる。 特に、 No.130の柏家

「小／即志」については、 年次は不明だが9月 4日の

こととして「御懸事御願被成候」と記され、 また

No. 131の柏家「朝倉屋武兵衛」についても 年次は不

明だが8月28日のこととして「御懸事御座仕候」と

記 されている。 こ う した 「懸·J�」の慈味については、

本柏那帳や その他の関係森科を調べても 、 その具体
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的な供送法や祈祷法を示すような記叔は全くみられ

ず不明である。 ただし、「懸事」は、 衆徒がときお

り柏家から願い誠われて行うような何らかの所作で

あることは間辿いなく、 用字から強いてイメージす

るならば、 柏家宅で立山姶荼羅を「懸」けて行う絵

解き布教のことを示しているとも考えられる。

なお、 本松那板には5月14日や同月19日、 25日、

或いは懸事について前述した8月28日や9月 4 日の

月日が記されており、 従来の研究で指摘されてきた

此閑期とは異なる時期に布教に出掛けていることが

わかる。

4 栢那帳が使用された時期について

この柏那1pJiは前述のとおり、 その表題から認政12

年0800)に作成されたことがわかる。 ただし、 同

帳の巻末には、「右大坂之義者、 安政二年な作（昨）

年迄配札二相越不申二付、 右杞家之義ハ不残無家二

御座候。 尚亦代替二付、 断申立候族茂有之二付、 右

始抹方二御座候」といった文言で、 同 l柾くが対象とす

る村，！那場の状況を述べた断り内きがみられ、さらに、

載面の所々に「文政四辛迄」,,, や「常現兵性居士。

文政五壬午八月四日」、「常光兵月伝女かな。 文政元

寅九月朔日」 10,、「天保九戊四月改ル」 lll などの年

次記載がみられることなどから、 教狩坊衆徒が、 こ

の柏那板をそれが作成された筵政12年(1800)から、

継続的にか断続的にだったのかは不明なものの、 本

帳に記；1説がみられる年次の文政5年(1822) から天

保9年 (1838) を経て、 安政2年0855)までは使

用していたことがわかるc しかしこのことは、 それ

だけの長い時期、 この柏那眼が改訂や完全な作り替

えがないままに使用され続けてきたことを示し、 ひ

いては、 この松那帳が対象とする大坂の柏那場にほ

とんど成長 ・ 展1-JHがなかったことを示している。 す

なわち、 大坂の松！那場はほとんど成長しなかったと

いえるのである。 これは、 以前示した江戸の柏那場

の事例と大きく異なる。

5 立山曼荼羅『稲沢家本（教算坊旧蔵本）』

5. 1 立山曼荼羅『稲沢家本（教尊坊旧蔵本）』

立山父荼羅『稲沢家本』は元来、 芦絣寺教狩坊の

立山位荼羅であった心おそらく、 教狩坊衆徒が大

坂や越前の松那場で廻柏配札活動を行った際、 この

立山蕊荼羅が絵解きされることもあっただろう。

この作品の形態は絹本3幅で、 法批は内寸が

140.0cm x 166.5cm、外寸が196.5cm x 198.0cmである。

画中には、 芦耕寺衆徒の絵解き題材としての項目で

ある①立山株］山縁起、 ②立山地獄、 ③立山浄土、 ④

立山禅定登山案内、 ⑤芦餅寺布脇大訛頂の法会の5

つの場面が描かれている。この作品の特徴としては、

まず、 18世紀後半から19世紀にかけて京坂以西で隆

盛した南画の箔致をとっていることがあげられる。
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また、 一般的な作品では、 立山開山縁起の一楊面と

して、 画面の下段に、 佐伯有頼が熊に矢を射掛け、

その矢が熊に命中したにもかかわらず、 熊が絶命せ

ずに駆け逃げるので、 有頼がそれを追いかける楊面

が描かれるが、 この作品ではそうした図柄は見られ

ず、 そのかわりに、 画面の真ん中あたりに、 有頼が

まるで熊を従えるかのように相並べて描かれてい

る。 さらに、 画面下段には布柏大樅頂の場面がとり

わけ大きく描かれている。 立山地拭の場面では閻魔

王や冥官たちが獄卒や亡者たちより若干大きめに丁

宗に描かれている。 1·2幅及び2·3幅のあいだ

が大幅に切断されており、 切断された部分の上段に

は日輪•月輪が、 下段には布柏大泄頂で行迫する式



衆たちの図柄があったものと雅測される。

5.2 文政初期にみられる3幅1対の立山曼荼羅

芦JI府寺衆徒と岩餅寺衆徒は宝永6年07 09)から

天保4年(18 33)までの約125年間、 立山の宗教的

権利をめぐり度々激しい争論を引き起こし、 両餅寺

を支配する加質湘の公：：JS. 場奉行での裁判沙汰となっ

た。 そして、 それは文化期( 18 04~1817 )頃から激

化した。 こうした争論の内容と経過については拙落

『立山信仰と立山及荼羅一芦絣寺衆徒の勧進活動ーJ

（註13)に詳述しているのでここでは省略する。

さて、 この一辿の争論において、 文政元年(18 18 )

10月、 芦隙寺衆徒は加質湘公事·場奉行で下された判

決に対し、 その内容に従う旨と、 それに加え芦餅寺

衆徒が勧進布教に使用する「御札（祈梼．牛王宝

印· 火防）」や「山絵図（木版画の立山登山案内図）」、

「御絵有頼之由来（立山父荼羅）」、「御守」などの

品々の追加承認を求めて加賀落寺社奉行に砧：凸を提

出している。

この乱J:,'::のなかで、 芦齢寺側が「有頼之由来」

（立山父荼羅） の概要を説明しているが、 それには

「右有頼之由来ヲ絵伝二仕、 有頼一代井布施之城主

於立山不思議奇瑞之ともを委細絵図二相認申物

故、 於立山之事と も三輻之絵伝二いたし、 往古 他

国江罷越致教化申故、 自然与他国 参詣之諸人も御

座候。」 11, と記されている。

ここで問題となるのは、 芦齢寺衆徒の間で、 立山

此荼羅が3幅l対の形態とされている点である。 こ

れまでの研究では、 立山父荼羅の形態は4幅1対が

一般的とされており、 実際、 現存の立山位荼羅諸本

の形態をみていくと、 4幅1対の作品が22点（うち

芦餅寺系作品が17点）、 1幅の作品が9点（うち芦

前寺系作品が5点）、 2 幅1対の作品が5点（うち

芦前寺系作品はなし）、 3幅1対の作品が3点（全

て芦餅寺系作品）、 5幅1対の作品が1点（芦餅寺

系作品）、 折り本1枚（芦餅寺系作品） の作品がl

点といった状況であり、 やはり4幅l対の作品が半

祢江 充/,"; 眈寺教符坊が大坂て形成した校）11; 楊と立山父荼禅'

数を超えている。 これに対して、 3幅1対の立山蕊

荼羅には、「稲沢家本（教多店坊旧蔵本）jや「立山耕］

発鉄迫本J、「日光坊B本jが現存しするが、 このう

ち、「日光坊B本jは明治時代に成立した作品であ

り、 江戸時代の作品となると「稲沢家本（教鉢坊旧

蔵本）』と「立山開発鉄道本」の2 点だけできわめ

て少ない。 また、 3点とも芦絣寺系作品である。

この訥：，作の「三幅之絵伝」の記載は芦隙寺衆徒の

：肉き捐じだったと考えられなくもない。 しかし、 こ

の詞氾｝は芦齢寺衆徒にとって、 立山に対する自分た

ちの宗教権利をなんとしてでも確保したいという強

い意：志がこもった特別重要な内類であり、 とても芥

き拍じたとは考えにくい。 また、 この両炉苫は2冊の

異なる控え板に収められており、 いずれも「三幅之

絵伝」と記されているので写し問辿えとは考えられ

なv'o

以上の点から、 索直にこの文・1りを解釈して、 文政

元年(1818)頃、 芦餅寺衆徒の間では、 3幅l対の

立山悛荼羅が主流だったと考えたい。

それではなぜ3幅1対の現存作品が少ないのか。

その理由として、 諸国で板那場を形成し廻木！汎配札活

動を行った芦餅寺衆徒にとっては、 元来、 立山位荼

羅は携常性に俊れた絵解き布教のための教具、 いわ

ば消耗品であり、 それほど大事·にされるものではな

かったからだと思われるc 自坊から板那場へ持ち述

ばれる際や、 度巫なる絵解きの際に画面が差し棒な

どで突っつかれ、 1絨みが激しくなると案外あっさり

と打ち捨てられて新しい作品に替えられるようなも

の、 或いは実例として［坪井家A本（もと教順坊の

立山位荼羅）』 や『立山 1開発鉄道本」に補喰の痕跡

がみられるように、 補修されても元図があっさりと

塗りつぶされ、 おおはばに苫き替えられるなどする

ようなものだったのであろう。 特に衆徒たちが自ら

描いたような稚拙な作品だとなおのことであるc た

だし、 立山父荼羅の絵解き布教は屯灼那楊で次第に受

け入れられ定済したであろうから、 そのうち村，！家が

立山父荼羅を寄進してくれたり、 或いは例外として
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『宝泉坊本』や「吉祥坊本.Iのように大名や皇女和

宮など、 記ifi:な材分の人々が寄進してくれるように

なる。 そうなると、 衆徒たちも立山父荼羅を粗略に

扱うわけにはいかず、 大事に長持ちさせながら使用

するか、 むしろ家宝として大加こしまい込む楊合も

あっただろう。 現存の立山＇辿荼羅諸本にはどちらか

といえば、 こういった類の作品が多いと思われる。

さて、 立山父荼羅のこのような性格から、 おそら

く文政元年(1818)頃は3幅1対の立山位荼tf,/ifが主

流だったのだろうが、 後に；；；l芦末期になると41爵l対

の作品が主流となり、 しかも柏家に寄進され、 芸術

性を帝びた作品ばかりが現存するところとなった。

以上の状況や観点からすると、 おそらく文政期頃

に成立した作品と推測される「稲沢家本（教狩坊旧

蔵本）」は立山父荼羅の形態をはじめ、 構図や図柄

の変造を探る上でひじょうに重要な作品として位岡

付けられる。

5.3 有楽斎長秀作「越中立山御絵図j

有楽斎長秀1:,1 が描いた木版画の［越中立山御絵図j

161 は「立山位荼羅 稲沢家本（教符坊旧蔵本）」と

そっくりな構図と図柄をもち、校写関係がみられる。

なお、 校写の桁度からすると長秀は立山位荼羅を実

見していると思われる。 この作品の制作時期は坂森

幹浩氏によると、 落；；次の：，1 ::体から文政年間(1818~

1830)初～中期頃と考えられている 17) 。

ところで、 長秀の人物をみておくと、 彼は京都の

画家であるが大坂堀江にも住居を持ち二都で活躍し

た。 堀江は御池迎2丁目~4丁目 あたりに所在し、

堀江新地1#1発の時に許可された芝居小｝至や茶）至もあ

って、 茶立女・飯盛女・飯炊女と呼ばれる遊女がil'i:

かれ歓楽街となっていた。 長秀の作画期は筵政1 1 

年0799)から天保7年(1836)までとされる。 彼

は上方絵における最も多作の一人にあげられるが、

特に合羽摺の作品では第一人者とみられる。 文政前

期には大坂心斎柏筋塩町角、 車町阿弥陀池表町筋の

版元本屋泊七 ISi などから版行された「大坂しん町ね

り物姿」（細判合羽摺揃物） t,)I を発表している。 ま

福/_[ 7{.//'i館、炉教符坊が大坂で形成した柏那楊と,nl1:此茶羅

た、 文政中期には大判錦絵の役者絵を版元綿屋：必兵

衛より発表している。 天保後期の作品に広重の作品

を校倣した花島画もある。 こうした役者似顔絵や美

人画、 花鳥画などの他、 滑稽本・噺本の挿絵や芝居

番付なども描いている叫

5 .4 教箕坊衆徒と有楽斎長秀作との接点

長秀は前述のとおり文政前期に「大坂しん町ねり

物姿」（細判合羽摺揃物）を描いている。 ここでい

う綽物とは祭礼の際に行われる行列で、 錬り歩くと

ころからの名称である。 これが上方の遊廓で以に行

われた遊女の扮装行列をさすようになる。「大坂し

ん町ねり物姿」はこうした遊女の扮装姿を一人ー枚

に描いた遊女絵であり、 この作品の存在から作者の

長秀が大坂の新町遊廊に出入りしていたことがうか

がわれる。 ー方、 今回分析している教符坊の柏家帳

は認政12年(1800)に作成され、 その後、 安政 期

(1854~ 1859)頃まで使用されてきたものであるこ

とから、 当然、 大坂の中立那楊として、 その一部の新

町遊廓の村，！那場もそれと同じ時期に存在していたこ

とになり、 こうしたところに新町遊廊という仕切ら

れた特殊領域での教符坊衆徒と長秀の接点、 及び

「立山及荼羅教符坊本』と長秀の「越中立山御絵図j

の接点が推測されるのである。なお、教符坊は配札、

長秀は浮世絵といったように、 両者がいずれも紙や

褐、 木版を使用する刷り物文化に深くかかわってい

る点も、 両者の接点を考えるうえで重要である。

5.5 『稲沢家本（教箕坊旧蔵本）』と有楽斎長

秀作f越中立山御絵図Jとの模写関係

喰者はこれまで特に根拠があったわけではない

が、 涙然と『稲沢家本（教鈴坊旧蔵本）」はi乏秀の

「越中立山御絵図jを校写して成立したものと推測

していた。 しかし、 どうやらそれは逆だったようで

ある。

これまでの検討内容を一 度整理してみると、 ①芦

絣寺衆徒の問では文政元年(1818)頃、 後の硲末期
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に多くみられる4幅l対の立山此荼羅ではなく3幅

1対の立山此荼羅が主流であったと推測される。②

長秀は文政前期に「大坂しん町ねり物姿」を発表し

ており、 この頃か或いはこの少し以前に、 大坂新町

遊廊という仕切られた特殊領域で、 同所を柏那楊と

する教邸坊衆徒と接触する可能性があった。 ③教多店

坊衆徒と長秀はともに刷り物文化の担い手であっ

た。 ④長秀の「越中立山御絵図」と「稲沢家本（教

符坊旧蔵本）」には確実に校写関係が存在する。 校

写の枯度からすると長秀は立山此荼羅を実見してい

る。⑤長秀の『越中立山御絵図』の制作時期は坂森

幹浩氏によると、 落款の占体から文政年間(1818~

1830)初～中期頃と考えられている。

以上の条件から次のような推測が成り立つ。 すな

ゎち、 文政年間(1818~1830)の初期～中期頃、 当

時、 大坂新町遊廊で同地をも兌那場として廻柏配札活

動を行っていた教邸坊衆徒と「大坂しん町ねり物姿」

を作成するために同地に出入りしていた長秀との間

に接点ができ、 長秀が教算坊の所持する立山此荼羅

を校写して「越中立山御絵区l」を描いたというもの

である。

ところで、 長秀が「教符坊本」をf葵写して『越中

立山御絵図」を描いた際、『教符坊本』では、 各図

柄が正方形に近い長方形の画面に収められていたも

のが、 長秀の作品では柚丈が長めの長方形の画面に

収められたために、 特に地拭の場面で各図柄が幾分

ゆったりと配慨されている。ただし、 それによって、

図柄の付加や削除による増減はないものの、 森の河

原や火：•:P:、 目述椋者と串刺しにされたその母、 獄卒

に舌を抜かれる亡者などの図柄が岡換されている。

また、長秀は立山の現地空問に対する認識が紺．く、

例えば、 森の河原の描かれる位i府が、 芦餅寺系立山

蕊荼羅の一般的な作品や『教岱坊本』では実娯観に

即して別山直下のあたりに描かれるのが、 長秀の作

品では、 画面に向かって左端下段に描かれている。

また、 錬岳の「自然の塔」の描き方も、 芦ii弁寺系立

山虻荼羅の一般的な作品や「教狩坊本」では娘岳そ

のものから鈴えるように描かれるのであるが、 長秀

の作品では空に浮かぶ文土．に描かれている。 このよ

うに、 細部を見ていくと、 芦隙寺系立山曼荼羅の一

般的な作品や「教邸坊本』にみられる描き方とは異

なる部分がある。

以上の点から考えると、「教符坊本Jを元本とし

て長秀が「越中立山御絵図』を校写したと推測でき

る。 なお、「教狩坊本」はその喰致から、 おそらく

教邸坊衆徒か或いは屯，；｛那楊の柏家が現地の南画の載

人画家に外注して作成された作品と考えられるが、

前述の校写関係とは逆に、 もし長秀の「越中立山御

絵l忍I」を校写して『教鈴坊本』が成立したとするな

らば、 長秀が当時既存の立山及荼羅を校写・部分改

変したことによって生じた、 芦隙寺系立山及荼羅の

一般作品との梢図や図像における差異が、『教狩坊

本」では補正されたことになる。 これは、 現実的に

は困難なことであろう。

近江国からの立山参詣

この柏那帳には、 No.217近江国坂田郡村居田村

「伊兵衛」（現在は坂田郡山束町。）とNo.220同国同

郡中多郎村「利平」（現在は坂田郡米原町） につい

て、 前者には「寅七月十九日当山」、 後者には 「寅

七月廿日同行三人」と付記されており、 二人とも、

何年かは不明だが寅年の7月末に立山を訪れている

ことがわかる。
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彼らがもともと教符坊の村，！家であったのか、 それ

とも立山参詣が楼縁となり、 後に教仰坊の柏家にな

ったのかは明らかでないが、 仮に、 もともとの松家

であったとすると、 教狩坊衆徒は、 大坂での毎年の

廻柏配札活動のために越中から大坂に赴く際、 北国

街迫から中山迫を通り、 ］＇在津で東海迫に入り、 大坂

に向かったものと思われる。



福江 充／；葎i臼)'教籾坊が大坂で形成した./';'-.'JJI,楊と立U1:比荼社'(:

おわりに

以上、 芦絣寺教岱坊が形成した大坂の板那場の実

態を紹介してきた。 すなわち、 教邸坊は、 本柏那板

の成立した笈政12年(1800)頃から文政期・ 天保期

を経て、 安政2年(1855)以降の何年か後まで、 大

坂に内i}那楊を形成していた。

突政1 2年(1800)当時、 教符坊の柏那場は大坂三

郷を中心に柏家数が200軒、 宿家が2車千程度の規校

で形成されており、 特に大坂三郷の松家数は178軒

であった。 なお、 そのなかでも特徴的な配札地とし

て新町遊廊があげられ、 越後町や瓢策町、 吉原町、

九軒町などに多数の柏家がみられる。

柏家の実態としては、経済都市大坂を反映してか、

なかには大香などの身分の信徒もみられるものの武

家はきわめて少なく、 屋号をもつものが圧倒的に多

ぃ。 また、 新町遊廓の関係者や歌舞伎役者、 宗教者

などの柏家もみられる。

柏那楊での衆徒の活動実態としては、 芦餅寺衆徒

の場合、 一般的に冬から春にかけての股閑期に廻松

配札活動を行うとされているが、 本村，！那1Pliの事例で

は、 5月や8月、 9月にそれを行っている。 頒布品

に大札や「病気設符」、「家内安全」などの設符をは

じめ、 血盆経や経帷子などもみられる。 祈祷につい

ては、 大坂三郷が石山本駈寺ゆかりの地ということ

もあってか、 兵宗的な「御座」が勤められている。

ただし、 その具体的な実態は本柏那板からうかかが

うことができなかった。 また、 おそらく立山父荼羅

の絵解き布教を示すものと思われる「懸事」が、 時

折柏家に求められて行われている。 なお、 そうした

際に使用された立山父荼羅［教符坊本（現在の稲沢

家本）」は、 それが浮世絵作家の有楽斎長秀に校写

される文政初期までには既に成立していたことにな

り、 文政元年0818)当時、 芦絣寺ー山において、

彼らの立山位荼羅の一般的な形態であった3輻1対

作品の数少ない現存作品としてひじょうに毀巫であ

る。 今後、 この作品を基準として文政初期までの作

品の構図や図柄の実態、 或いはその後の4幅1対作

品への変造過程などを検討する必要があろう。

ところで、 突政12年0800)に成立した柏那板が、

裔淵末期まで改訂されずに、 或いは完全に作り替えら

れずに使用され紐けてきたことは、 教符坊の大坂の

杞那瑞が全く成長・展開していないことを示してい

る。 そればかりか硲末期には、 衆徒が廻村，！配札活動

を怠った時期があったため、 衆徒が久しぶりに柏那

場を訪れた際には、 柏家がなくなっていたり或いは

代替わりで師柏関係を断られたりしたため、 大坂の

柏那場を廃止せざるをえなかった。 このように、 大

坂では概して、中灼家の気質によるものか或いは教符

坊衆徒の脊質によるものか、 はたまた教符坊衆徒が

あくまでも越前の柏那楊を重視し、 大坂の松那楊は

副次的なものとして捉えていたからかは、 それを示

す査料が皆無で定かではないが、 ある意味で教岱坊

衆徒の大坂での勧進布教は失敗に終わったといえよ

゜

、
つ
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である。 各狛落の家で月数回、

定例の仏・事をl:HflUすることをい

う。 仏J;りでの勤行と茶の側での

信心沙汰からなる。 仏事のRは、

親翌忌日か各個の染落に所緑の

深い宗主の命日など に定められ

る。 地域によっては、 いりお座

とか中陰お座といった臨時のも

のもJ;FJかれる。 ）瓜則として、 手

次寺の住戦は参加しない。
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付表 芦餅寺教算坊の大坂檀那帳の内容（寛政12年）

掲戟1頴 信徒名 配札地 計数 人数
悶

宿数
翡

該当組・郡 現在該当地町名 I備考

00 1 いつ見や与兵 衛 l 内いさJ 住所の 記載な し I 2 2 ゜ 0 / ／ 志。護符、為手足病気平―
ふく。

00 2 者や又四郎 住所の記戟 な し 1 I 1 ゜ 0/ ／ 二十八オ男、病気護符出
003 加めや長右衛門l内次 兵衛） 住所の 記載なし 1 2 2 ゜ 0 / I/ 三゚十五才男、病気護符出―

,. 

0 04 六兵衛 所の 記 · なし 1 I I ゜ 0 / ／ 燈明
0 05 舅庄 一右七衛〔門内方（〕

内芳〕
所の 記 な し 1 2 2 ゜ 0 / ／ I燈明

0 06 所の記 なし 1 2 2 ゜ 0 / ／ (I字解読できす） 符
0 07 清兵衛［内,;l 

贖入、南
記
か

な し 1 2 2 ゜ 0 / 7 燈明
00 8 しまや忠兵 衛 ゎくろ町、堺肋、少東へ 1 I 1 1 1大坂三郷南紐 東 博労町（平462)

0 09 八尾 屋 安 兵 衛

妓即所
所
ロ

の
の
碑

記
記
韻骨載

載
戟

な
な

訂ヤ町 1 1 I ゜ 0 大坂三郷南組 田区
雨南女久大太郎郎町（平456) ! �: 内安全、札

0 10 長野 屋 九 兵 衛 カヂヤ町角 1 1 I ゜ 0 大坂 一郷南紐 車区 町（平456)
0 11 饂道具―恨旺丞道i し l I I ゜ 0 / ／ 無し
0 12 し 1 1 I ゜ 0 / ／ 
0 13 かざりや屈助 し I I I ゜ 0 1乙． ／ 蒙丙女王、;II。無し。
014 平野 屋 炉 し 1 1 1 ゜ 01/ ／ 志。無し。

0 15 狛 屋 利衛門 ヽ
、

ら門
南

町
わ
（唐物町）、届前束ヘ 1 1 1 1 1大坂三郷南組 東区 1唐物町（平454)

入か
0 16 しまや忠 兵 衛内

所
住

｀
所。

南

の
大坂

記霰博な
労町

し
堺
(0筋09

、番少と束同
へ

じ
入住 ゜ 1 1 1 0 1大坂三郷南狙 東区 渭労町（平462) 1大札ハ世話人。

かわ ）
017 仏i生厖 I摂州小橋ゑさし町 I 1 1 ゜ 〇摂津国東成郡 天生寺区餌

87)
蓬町〔東高津村〕（平6

018 淡路 屋 弥 兵 衛（※①） 少女堂西
寺

北
町が筋

わ
｀ 上本町半丁西門、I l 1 ゜ o I大坂三郷南組 東区 1上本町（平428)

019 I名燻 屋 善兵衛 I半T東へ入 I 1 1 ゜ 0 I "kl.Iii三郷南組 苗区 上本町（平428)

I 
0

0
2
2
0 
1 
雄 屋 安次郎 長り紙で抹消 1 1 I ゜ 0 / 
烏羽 屋 五 兵 衛 順殷町1丁目角津 屋 1 l 1 ゜ o I大坂二郷南象JI. 南区 順殿町1丁目（平468) I牒

七
人橋西詰氷屋 鳥羽 屋 彦一 て尋．

022 山城屋茂 兵 衛 堺 北横帳東かわ 1 l I ゜ 0 大駐闘翡
南区 安順

北

堂底
久

寺
宝町寺

町(（平4691
023 1大和 屋 半兵衛 堺 、少

ヽ
西へ入、北かわ1 I I ゜ 0 大 南区 平46TT

0 24 和佐 屋 吉 兵 衛 戸翌寺り町IT目、南横町西か 1 I 1 ゜ 0 大坂二郷南組 東区 町1T目（平458
9 軒め釘 屋

順
）

應町―（ 平467)025 お 屋 那 町堺筋 、西大和 屋 半 兵 殿浦 1 I I ゜ 0 大坂三郷i組 区
0 26 者りま 屋 伊兵衛 町堺筋、西大和 屋 半 兵 殿浦 1 I 1 ゜ 0 I大坂 一 茄 1組 区 匝面町1平467)
0 27 

鵬
；

衛 町1丁目、東へ入 1 I 1 ゜ 0 I大坂一郷組 i区 順陪町1丁目ー（
何
平468)

0 28 町1丁目 1 I 1 ゜ 0 大坂 一郷紐 IIX 順慶Ill 1丁目 468) 
0 29 IT 1丁目 1 1 I ゜ ゜ 坂 一郷i組

― 南雨区区 Jij屡町1丁目（里（ 468) 
0 30 長 治郎 兵 衛IIIJ 1 1 I ゜ ゜ 坂 一郷i組 准3次郎 兵 衛町平473)
0 31 I茨木や勝兵衛 I守守ヨ町3丁目 1 1 I ゜ ゜ 坂 一郷組 南区 堂寺町3丁目（平469 )

直 1天倉橋
野

屋
屋
伊金 兵

兵
衛衛 I住吉屋町 1 1 I ゜ ゜ k坂二邸 組 東区 百 屋町（平428)

心済橋筋、伝馬町北二軒目、 東 1 1 1 ゜ 0大収二染1 組 東区 云馬町（平459 )
かわ

0 34 飛しや善兵 衛 1守堂寺2丁目堺筋、東入北かわ I I 1 ゜ 0 大坂 一郷組 南区 l心堂寺町2T目（平31469) 
0 35 飛しや五兵衛 1本町一 丁目 1 1 I ゜ 0 大坂 一郷:jj 

翻
I>.町一 丁目（平45

0 36 甲釦屋宗助 1本町四丁目、少シ北入、西かわI 1 1 ゜ 0大112ニJl!il 且 臼町四T目（平453)
0 37 I朝倉 屋 与兵衛 北久

宝寺町2丁目 I 1 1 ゜ 0 1大坂二郷祖 i東区 北
）

久宝寺町2丁目（平458

038 いつみや忠七 上本町2丁目 I I 1 ゜

渭囀 碧
上2丁目（平429 )

0 39 あわじ や弥平(※(1)) 上本町2丁目 ゜ I ゜ ゜ よ女杢土町
町

2T目（平429)
040 いっミや佐兵 衛 安土町東堀浜 I I 1 ゜ 東区 （平45i\ 
041 な らや八 兵 衛 飛ん後シ町

西
、千だの義（柄9登木） I I I ゜ 0大坂三郷北rn 東区 備後町（平450)
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摺戟順庫徒名 配札地 計数1人数
悶

ぽ双
謡

該当組・郡 現在該当地 町名 I備考

042 さしかねや久兵衛 北久宝弄町2丁目 1 l I ゜ 0う3反三郷南組 原区 北久宝寺町2T目（平458
） 

043 久宝寺屋茂兵衛 米屋町、かしや町 東 入 1 1 1 ゜ 0大坂三抱南組 東区 米屋町〔南本町〕
ー
（平453

） 
044 右佐屋徳次郎

認尋北る久宝
宝

寺
寺
町

町

2丁目 さ志加ねり I 1 1 ゜ 0大坂三郷南組 東区 北久宝寺町2丁目（平458
） 

045 金物屋利兵衛 1丁目 1 1 1 ゜ 0大坂三郷南組 東区 北久宝寺町1丁目（平458
） 

046 いつミや甚助 北久宝寺町1丁目 1 1 I ゜ 01大坂三郷南組 東区 北
）
久宝寺町1丁目（平458

047 植松屋弥七 北久宝寺町2丁目 1 1 1 ゜ 01大坂三郷南組 I東区 I北久宝寺町2T目t平458
） 

048 禾津や源七 I北久宝寺町2丁目、植松屋うら 1 1 I ゜ 01大坂三郷南組 束区 北
）

久宝寺町2丁目（平458

049 長浜屋伊兵衛 南久太良町2丁目 1 I 1 ゜ 01大坂三郷南組 束区 南
）
久太郎町2丁目（平456

050 長浜屋おんめ i南久太良町2丁目 I l 1 ゜ 0大坂三郷南組 東区 南
）
久太郎町2丁目（平456

051 いせ屋おやず（委治郎） 南久太良町2丁目 I I 1 ゜ 0大坂三郷南組 東区 南
）
久太郎町2丁目（平456 天保九戊四月改ル

052 飛し空や嬰吊兵七匝 北廷良町、中1紺四入南かわ I I 1 ゜ 0大収＝郷南絹 東区 北久太郎町て平455)
053 とハ 詰北久太良町1丁目、のつ人橋西 1 1 I ゜ 0大坂三郷南組 東区 北

）
久太郎町1丁目（平455

054 oo清束 屋（官頭や） 〔文字1末消） 北久宝寺町2丁目 1 1 1 ゜ 0大坂二郷南組 東区 北久太郎町2丁目（平456
兵衛 ） 

055 I山城屋久右衛門 かわら町千多ノ木（栴檀木） 1 1 1 ゜ 0大坂二郷北紐 凍区 瓦町（平449)

苅
南

i碩 入東かわ
056 伏見や半右衛門 町3丁目 1 1 I ゜ 01沃塩；坂

這天満紐 北区 堂島（平558)
057 加わ多や長兵衛 道峨中町 1 I I ゜ 〇 一郷天満組 北区 堂島（平558)
058 嶋や忠兵衛 北久

入
宝
北

寺
か

町 1丁目、 ほっきや町 1 1 I ゜ 0大坂二郷南紐 東区 北久宝寺町1丁目（平458
東 わ ） 

059 輝手伝屋
屋

喜右衛門 (※12)
) 

平野町、嵩酒筋、雨横町 1 1 1 ゜ 0天坂ー 郷北粗 東区 平野町（平44翌
8
) 五＂ー月・▲

廿五日
060 任舌lilT 1 I I ゜ OI-J;;:!iii-le;l南紐 東区 仕吉町（平42 取次。五月十九日。
061 山田屋五兵衛 大坂諸人橋（上人橋？）、条場 1 I 1 ゜ 。 1大坂三郷北組 東区 上人町（平442)

地蔵2丁目
062 山田屋五兵衛 北谷町 1 1 1 ゜ o I大坂三郷南組 束区 北谷町（平424) 経戒 かた飛ら上ル。諸牌入

名五ツ。拾五印上。
063 長門屋徳兵衛 内

東
歩iおハら以筋、西入北かわ、 1 1 1 ゜ 0大坂二郷南組 東区 本 町（平452) 天下 一

064 志まや清兵衛(※(3)) 上町北谷町 I 1 1 ゜ 0大坂一郷南組 束区 北谷町（平424)
065 i升屋宇右衛門（※④）

わ
と義中わ程 町お者ら以筋、西入北か 1 1 1 ゜ 0大坂三郷北組 i宋区 吊磐町（平420

)

066 I竹細工や 上町、骨屋町 西入南かわ 1 1 I ゜ 0沃大坂一郷北組 東区 1内骨屋町（平415)
067 尾張屋源八 1卜町、北谷町条場地蔵坂 1 1 I ゜ 〇 坂一郷南組 束区 北谷町9平424)
068 山田周次〔お毛よ〕 上町、南新町2丁目 1 2 2 ゜ 0大坂三樹南組 束区 南新町2丁目（平416)

1大対者すん二敬
く

壱称
「
。
様
だ 山

」
け田周次に

る が「殿」
ではな

069 天下 一鏡屋利助 1本町、太良左衛門町 1 I I ゜ 0大坂二郷南組 1東区 内
19

本)町天郎左衛門町（平4

070 Im屋お那か 1本町、太良左衛門町 1 I I ゜ 0大坂二郷南紐 l東区 内
19

本
)

町太郎左衛門町（平4

071 永井おみ能 1本町、太良左衛門町 I 1 1 ゜ 0大坂二郷南組 東区 内
19

本)町 太郎左衛門町（平4

072 1竹屋嘉右衛門 東堀久 宝寺橋 I 1 1 ゜ 0大坂三郷南組 東区 北久宝寺町458·1¥1久玉寺
町461

073 尚淳や酋兵衛 い
入
叫町久宝寺橋東詰北へ l 1 1 ゜ 0大坂二郷南組 東区 農人橋材木町\3¥425)

074 わくや弥兵衛 同本町、骨屋町 1 1 I ゜ 01大坂三郷北組 ，東区 丙褥屋町（平415)
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52 椙戯順 信徒名 配札地 計配又 人数
悶

ぽ数
闘

該当組・郡 現在該当地町名 備考
191 I金加やおぎん 新町、九間角 1 1 I ゜ 0大坂三郷 南組 西区 新町遊廊・九軒町（平526 御座

） 192 明石や佐右衛門 新町、九間 1 1 1 ゜ 0大坂一郷南組 西区 新
）
町遊廓・九ff町（平526

193 と婦や 新町、九間 I l 1 ゜ o I大坂三郷 南組 西区 新
）
町遊廊，九軒町｛平526 御座

194 Iあわさう越万 1新町、九間 I 1 1 ゜ 0 I大坂三郷南組 西区 新
）
町遊廓 ・ 九軒町（平526御座

195 記較なし 小浜町、問や 橋筋、天馬屋うら I I※ l ゜ 0大坂 一郷南組 西区 小浜町―
(l杞

（平
展屋
527) 御座196 八里まん伊兵衛 すな者 大しんや座敷。 1 1 1 ゜ 0大坂三郷南組 西区 砂

）
場 町〕（平526 御座

197 Iおせん 小浜町、問や 橋筋 1 I 1 ゜ 0大坂二狡I i*Jl 西区 小浜町（平527 祈祷いたじ。198 新彦 立売堀、中ぽ I I l ゜ 0 I大坂 一郷l財祖 西区 立売掘中橋町平522) I御日199 記 なし 北堀へ2丁目、四坪へ3家 1 1※ I ゜ 0 I大坂ー卿i月OR北紐 西区 北堀江2丁目平530) I御座200 記 なし 1111&町、江とノ筋 1 1※ 1 ゜ 0大坂 郷 i組 西区 山本町（平524 御座201 記 なし I山本町、高橋肋 1 1※ 1 ゜ 0 ,. lJ\l 郷 iill 西区 山本町（平524} I御応202 記 なし I松へ橋 1 1※ I ゜ 〇不明 不朗 1an応
203 記 ：なし ふ志ん堀、おかさき 橋 、北東話 I 1※ I ゜ ゜ 坂三郷北組 西区 岡閑町（平519 1細rn,
204 飛らや安（取次） 1新町 1 1 I ゜ 0 :JJ又＝郷北OR南組 西区 新町遊廓（平525) 取次205 記駁なし 越中とノ 橋 1 1※ I ゜ ゜ 坂三郷北組 浪西区 土佐掘1丁目（平51ll （糾座206 大津屋おくら まへた速岨 1 1 I ゜ 〇摂津国西成郡

） 
即垂島（西側町） （平700御座

207 志くや弥平 長堀東堀 I I 1 ゜ 〇不明 不明 御座208 称明寺 下寺町 I I 1 ゜ 〇摂津国東成郡 天王寺区 下
68
寺

)
町（天王寺村J (平6御座

209 記戯なし 高南木、
や

西
橋
かわすじ、南へ2丁目、少 I I※ 1 ゜ 0大坂三郷南OR北組 西区

稜
高（

通
平

台橋
5432) （南堀江3丁目） 御座

210 c_さや 戸 一 郎 橘通り4T目 I I 1 ゜ ゜ て1Jo三郷北組
器

丁目平532) 御応211 つつや ;Ill] 1-6
天

坂尼が埼橋、白子うら町 1 l I ゜ ゜ に奴坂
三
三郷

郷北
天

組満組 白子裏町（こ 511 l 加志まや出入212 八たや 、平 馬7T目 I I 1 ゜ ゜ 北区 天満7丁目 『半 547)213 伏見屋 ：石情門 天馬7丁目 1 1 I ゜ ゜ 坂三郷天満組 北区 天満7丁目平547)
214 寿や圧 ：衛 任所の記戯なし 1 I I ゜ 0 / 
215 i木村屋 任所の記較なし 1 I I ゜ 0 / I/ 文現真政性五居

壬

、
±午
文

。
政

八月四真日、常
常光月

女かな 元寅九月
信
朔

日。
216 I太助 fl居田村 1 I I ゜ 〇近江国坂田郡 滋

郡
賀県坂田
山東町217 伊兵衛 村居田村 1 1 I ゜ 〇近江国坂田郡

1
滋

郡
賀県坂田 頁七月十九日当山。
山東町

218 源助 下多郎村 l 1 1 ゜ 〇近江国坂田郡 滋
郡

賀米 県坂田
原町

219 嘉平治 下多郎村 I 1 1 ゜ 0ぼ江国坂田郡 滋質県坂田

聾
原町

220 利平 1中多郎村 I 1 1 ゜ 〇近江国坂田郡 県坂田 1寅七月廿日同行 三人。
原町

204 230 215 3 2 
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凡例
本表は芦前寺雄"'神社が｝麟する芦隙寺教釦坊の大坂の町1玲長（党政12年）に記された内容解読・整理し、その情報を表にポしたものである。
「町名」のJ頁Hにおける（平000)などの記載は、平几社-f'IJ「大坂府の地名I □本歴史地名人系28」の中での該当町名の，記載頁を示すものである。

- 「（ば徒名」の項Hにおける※f.11と徘号がふられた(,;徒は、lrrJ徘号の人物どうしが同 一人物であることをホす。また、●1,11と番号がふられた信徒は、IIT]番号の人物と＇うしが同
一人物である可能性を示す。




